
蛍光管には 
水銀が含まれています 

日本では、年間約3億4千万本の蛍光管が破棄されて
います。 
そのうち8割が埋め立て処理され、リサイクル率は
20％以下にすぎないのが現状です。 
また、蛍光管に含まれる水銀も問題視されています。
埋め立てられたガラスは何年たっても水銀を含んだま
ま地中に残るのです。 
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資源回収された蛍光管は 
        安全に再資源化されます 
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練馬区で資源回収された蛍光管は埋め立てることなく、
蛍光管リサイクル工場（株式会社ウム・ヴェルト・
ジャパン）に運ばれます。水銀は適正に処理され、ガ
ラスは再び蛍光管や住宅用断熱材などに、アルミは自
動車部品などに再生化されます。 

廃蛍光灯のリサイクル率を限りなく100％に近
づけるため、リサイクルを行う上で欠かせない
分別作業を最重要視し、「事前選別」「品目別
破砕処理」「粒度別ガラス選別」を実施してい
ます。 


